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各 位 
                                  会社名   株式会社クイック 
                                  代表者名  代表取締役社長 和納 勉 
                                  （ＪＡＳＤＡＱ：コード番号４３１８） 
                                  問合せ先  常務取締役管理本部長 藤原 功一 
                                  (TEL ０６-６３７５-００６１) 
 

平成 20 年３月期中間および通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 
平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想について、平成 19 年５月７日付当社「平成 19 年３

月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 

１． 平成 20 年３月期 連結業績予想の修正 
(1)中間期（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

                                             （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回予想（Ａ） 5,800 210 213 106

今回修正（Ｂ） 5,400 △50 △25 40

増減額（Ｂ―Ａ） △400 △260 △238 △66

増減率（％） △6.8 ― ― △62.2

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 
5,311 311 317 155

 

(2)通期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

                                             （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 13,000 820 830 415

今回修正（Ｂ） 12,000 470 500 330

増減額（Ｂ―Ａ） △1,000 △350 △330 △85

増減率（％） △7.6 △42.6 △39.7 △20.4

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
11,689 760 780 382

 

修正理由 

   (1)中間業績予想につきまして 

・ 売上高につきましては、個別のリクルーティング広告事業での一部取扱いメディアにおける、会計処理上の売上額の

変更や、ネット媒体の多様な採用手法の台頭による企業の採用広告費分散の結果、減収見込みとなりました。また人

材紹介事業でのキャリアコンサルタントの新規入社者の早期戦力化に時間がかかり計画値に若干の遅れが生じまし

た。 
・ 営業利益および経常利益につきましては、個別のリクルーティング広告事業の人員補強・事業所移転、人材紹介事業

の人員増強、情報出版事業の人員増強・東京支店等への投資継続等により一般諸経費が増加したため、大幅な減益見

込みであります。 
・ 中間純利益につきましては、上記の理由により大幅な減益見込みであります。 
 

   (2)通期業績予想につきまして 

・ 売上高につきましては、中間期の減少分に加え下半期においても計画は弱含みとなるため減収と見込んでおります。 

・ 営業利益および経常利益につきましては、中間期における減益分を補えず、通期でも減額予想としました。 
・ 当期純利益につきましては、上記の理由により大幅な減益見込みであります。 



２．平成 20 年３月期 個別業績予想の修正等 

(1)中間期（平成 19 年４月 1 日～平成 19 年９月 30 日） 

                                                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間配当金 

前回予想（Ａ） 2,640 40 123 108 2 円 50 銭

今回修正（Ｂ） 2,440 △94 34 130 2 円 50 銭

増減額（Ｂ―Ａ） △200 △134 △89 22 ―

増減率（％） △7.5 ― △72.3 20.3 ―

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 
2,562 71 191 146 2 円 50 銭

 

 

(2)通期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

                                                                     （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

期末配当金 

前回予想（Ａ） 6,400 355 422 274 4 円 50 銭

今回修正（Ｂ） 5,850 190 320 300 4 円 50 銭

増減額（Ｂ―Ａ） △550 △165 △102 26 ―

増減率（％） △8.5 △46.4 △24.1 9.4 ―

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
5,915 339 469 294 4 円 50 銭

 

 

修正理由 

(1)中間業績予想につきまして 

・ 売上高につきましては、連結理由と同様であります。 
・ 営業利益につきましては、売上高の減少、人件費等の販売管理費増などにより、営業損失となる見込みであります。 

経常利益につきましては、子会社からの配当金受領があるものの大幅な減益予想としております。 
・ 中間純利益につきましては、役員退職慰労金受給権放棄による 119 百万円の特別利益を計上することにより、純利益

は増加見込みであります。 

 

(2)通期業績予想につきまして 

・ 売上高、営業利益、経常利益および当期純利益いずれも、中間期の減収・減益額を反映した通期予想としております。 
 

 

※なお、配当金につきましては、当初の予定どおり、１株につき 7円 00 銭（中間配当 2 円 50 銭、期末配当 4円 50 銭） 

を予定しております。 

 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に

よって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以上 
 


